第350回Zoological Conference
（第910回 生物科学セミナー）
日時：　5月25日（水）　16:30-18:00
演者：　奥野　誠　博士
東京大学大学院総合文化研究科広域科学専攻生命環境科学系

演題：　　精子の一生と鞭毛運動
減数分裂の結果生まれた精細胞は、変態を遂げ、精子となる。完成した精子は静止しているが、生殖環境に置かれると鞭毛の運動による遊泳を開始し、卵を目指す。この間の鞭毛に着目すると、屈曲運動の開始とその維持、屈曲波形などの制御といった様々な運動制御機構が働いていることが見てとれる。それらの仕組みについて考えていく。
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